
酪
農
に
見
る
農
業
王
国
の
虚
実

”
植
民
地
型
“
か
ら
脱
却
で
き
ず
…

北
海
道
の
食
料
自
給
率
は
カ
ロ
リ
ー
ベ

ー
ス
で
約
２
０
０
％
・
国
産
供
給
熱
量

の
２
割
を
供
給
し
て
お
り
、
「
日
本
の
食

料
基
地
」
と
も
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
い

ま
だ
植
民
地
型
経
済
か
ら
脱
却
で
き
な
い

悲
し
き
姿
が
目
に
つ
く
。

道
内
で
造
ら
れ
た
冷
凍
食
品
の
う
ち
９

割
は
東
京
に
送
ら
れ
、
ニ
チ
レ
イ
な
ど
大

手
メ
ー
カ
ー
の
商
品
に
な
る
。
そ
れ
が
北

海
道
に
逆
輸
入
さ
れ
て
ス
ー
パ
ー
に
並
ぶ

ｌ
ｌ
そ
ん
な
話
を
冷
食
業
界
の
人
か
ら
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
。

十
勝
地
方
で
は
、
年
間
二
十
数
万
ト
ン

生
産
さ
れ
る
小
麦
の
多
く
が
十
勝
港
か
ら

首
都
圏
な
ど
に
送
ら
れ
、
ざ
ま
ざ
ま
な
製

品
に
加
工
さ
れ
る
。
そ
の
一
部
を
逆
輸
入

し
て
道
民
が
食
べ
て
き
た
。

一
般
市
民
に
は
理
解
し
が
た
い
複
雑
な

流
通
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
、
地
場
産
小
麦
を

必
要
な
だ
け
適
正
な
価
格
で
求
め
る
こ
と

が
難
し
い
圭
態
も
あ
る
。
道
は
的
年
か
ら

「
麦
チ
ェ
ン
」
の
取
り
く
み
を
始
め
て
い

「
植
民
地
型
」
か
ら
自
立
へ
の
脱
却
を

放
牧
が
減
り
、
生
産
病
が
多
発

北
海
道
を
売
り
込
む
ポ
ス
タ
ー
や
Ｃ
Ｍ

に
は
、
広
大
な
牧
草
地
を
闇
歩
す
る
牛
た

ち
が
必
ず
登
場
す
る
。
が
、
本
格
的
な
放

牧
酪
農
は
全
体
の
２
割
に
も
満
た
な
い
少

数
派
だ
。
成
長
し
た
牛
た
ち
の
多
く
は
建

物
の
な
か
で
飼
育
さ
れ
、
土
か
ら
引
き
離

さ
れ
た
状
態
で
一
生
を
終
え
る
。

北
海
道
酪
農
は
、
こ
の
釦
年
あ
ま
り
で

入
穀
物
に
よ
っ
て
出
来
る
乳
・
肉
製
品
を

消
費
す
る
ほ
ど
に
、
日
本
の
自
給
率
は
低

下
し
て
い
く
。
牛
乳
消
費
を
Ｐ
Ｒ
す
る
前

に
、
近
代
畜
産
の
あ
り
方
を
見
直
し
た

り
、
消
費
量
そ
の
も
の
を
減
ら
ざ
な
い

と
、
自
給
率
ア
ッ
プ
は
難
し
い
。

’

’
道東の放牧風景。全道的には放牧酪農家は少数派だ

る
が
、
流
通
の
あ
り
方
を
検
証
し
、
制
度

改
箪
を
国
に
求
め
る
姿
勢
は
乏
し
い
。

道
民
の
食
生
活
も
地
産
地
消
が
進
ん
で

い
な
い
よ
う
だ
。
農
業
経
済
学
者
の
三
島

徳
三
さ
ん
（
名
寄
市
立
大
学
副
学
長
）

は
、
「
自
給
率
２
０
０
％
の
数
字
に
誤
魔

化
き
れ
て
は
い
け
な
い
。
か
な
り
の
割
合

で
道
外
品
と
輸
入
品
に
依
存
し
て
い
る
の

が
杢
籠
ぞ
、
家
庭
内
の
自
給
率
は
低
い
。

せ
い
ぜ
い
別
％
に
届
く
か
ど
う
か
で
は
な

■1頭当り年間乳量と配合飼料給与量の関係

乳趾（kg/頭･年）配合飼料絵与風（即頭・年）
生
産
乳
量
を
倍
増
さ
せ
た
。
い
ま
で
は
、

１
戸
あ
た
り
平
均
飼
養
数
が
１
０
０
頭

（
う
ち
経
産
牛
は
帥
頭
程
度
）
と
劣
命
群
化

が
進
み
、
１
頭
あ
た
り
年
間
生
産
乳
量
は

８
０
０
０
キ
ロ
（
グ
ラ
フ
参
照
）
。
酪
農

先
進
地
の
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）
の
水
準
を

超
え
て
い
る
。
そ
う
し
た
規
樟
姪
北
大
・
高

泌
乳
路
線
を
農
珊
や
行
政
な
ど
の
関
係
機

関
が
傍
押
し
し
た
。

配
〈
烏
閥
科
の
給
僖
菖
菫
は
年
間
３
ト
ン
に

上
る
。
牧
草
巾
Ｉ
心
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

の
平
均
乳
量
は
４
０
０
０
キ
ロ
台
と
本
道

の
半
分
。
〃
道
産
生
乳
〃
の
別
％
前
後
は
配

合
飼
料
の
力
で
生
み
だ
き
れ
て
い
る
。
雨
十

乳
は
国
産
だ
！
」
の
Ｃ
Ｍ
が
虚
ろ
に
響

唖
皿
咽
皿
唖
皿
皿

ａ
Ｚ
ａ
ａ
４
３
２

’
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年間乳量と配合飼料給与量

十勝の小麦調整施設。大部分の小麦は道外に送られ、
製品の一部は北海道に逆輸入される,“

い
か
」
と
指
摘
す
る
。
地
産
地
消
が
実
を

結
ぶ
ま
で
の
道
の
り
は
遠
い
。

「
牛
乳
は
国
産
だ
！
」
は
本
当
か

ホ
ク
レ
ン
な
ど
が
進
め
る
牛
乳
消
費
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
「
ミ
ル
ク
ラ
ン
ド
北
海
道
」

の
Ｃ
Ｍ
・
雨
十
乳
は
国
産
だ
！
」
の
フ
レ
ー

ズ
が
く
り
返
さ
れ
る
。
ポ
ス
タ
ー
に
は
緑

あ
ふ
れ
る
牧
場
で
草
を
食
む
牛
も
登
場
す

く
。
多
争
埋
飼
育
や
穀
物
の
多
給
は
、
内
臓

や
乳
房
の
疾
患
、
代
謝
病
、
繁
殖
信
望
ロ
な

ど
を
増
や
す
原
因
に
な
っ
て
き
た
。
近
代

畜
産
に
特
有
の
〃
生
産
病
“
で
あ
る
。

良
い
環
境
で
飼
養
さ
れ
た
牛
の
寿
命
は

加
歳
く
ら
い
と
さ
れ
る
（
酪
農
家
出
身
の

私
の
少
注
賎
洋
Ⅳ
わ
が
家
の
最
高
嘩
師
午
は

叫
歳
だ
っ
た
と
記
憶
す
る
）
。
昔
は
７
～

８
産
の
牛
が
た
く
さ
ん
い
た
。
今
で
は
全

道
平
均
で
２
～
３
産
、
年
齢
に
し
て
５
～

６
歳
と
若
く
し
て
庭
用
牛
に
さ
れ
へ
屠
場

に
送
ら
れ
て
し
ま
う
。

日
本
国
内
で
確
認
さ
れ
た
狂
牛
病
（
Ｂ

Ｓ
Ｅ
）
の
牛
は
邪
頭
に
達
し
、
代
用
乳

（
人
工
ミ
ル
ク
）
に
入
っ
て
い
た
動
物
性

油
脂
が
感
染
源
と
し
て
有
刀
視
さ
れ
て
い

る
。
売
る
ほ
ど
生
乳
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
子
牛
に
は
代
用
乳
を
与
え
る
牧
場

は
多
い
。
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
加
工

型
畜
産
が
広
が
る
な
か
で
、
思
わ
ぬ
リ
ス

ク
を
北
旦
具
っ
た
の
で
あ
る
。

Ⅲ
年
秋
に
始
ま
る
感
染
牛
の
確
認
は
、

土
地
の
利
用
方
法
や
輸
入
穀
物
に
頼
る
畜

産
の
危
つ
い
宝
態
、
牛
の
飼
い
方
な
ど
生

産
構
造
の
あ
り
方
を
見
直
す
好
機
で
も
あ

っ
た
。
残
念
な
が
ら
、
マ
ス
コ
ミ
や
行

政
、
消
謹
暴
有
の
関
心
は
生
肉
の
安
全
性
や

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
ほ
う
に
向
か
い
、

「
あ
る
べ
き
睡
盟
岸
畜
産
を
ど
う
実
現
す

る
か
」
を
め
ぐ
る
議
論
は
希
薄
だ
っ
た
。

店頭にはミネラルウオーターより安い牛乳製品が並ぶ ル
ポ
ラ
イ
タ
ー

る
。
こ
れ
は
、
北
海
道
酪
農
に
つ
い
て
、

誤
っ
た
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。
、

一
生
産
地
は
日
本
だ
が
、
牛
乳
の
源
に
な

る
飼
料
の
多
く
は
外
国
産
。
日
本
で
消
費

さ
れ
る
穀
物
は
年
間
約
４
０
０
０
万
ト
ン

に
上
り
、
輸
入
穀
物
が
布
％
を
占
め
る
。

輸
入
分
の
約
半
分
が
家
畜
向
け
に
ま
わ
っ

て
い
く
。
地
球
上
の
飢
餓
人
口
は
９
億
人

を
超
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
の
家

畜
た
ち
は
大
量
の
穀
物
給
与
に
よ
る
肥
満

や
疾
病
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。

帥
年
代
半
ば
に
弱
％
あ
っ
た
日
本
の
飼

料
自
給
率
は
、
現
在
は
妬
％
前
後
ま
で
下

が
っ
た
。
濃
厚
飼
料
（
穀
物
類
な
ど
粗
繊

維
曾
量
の
少
な
い
飼
魁
に
限
る
と
、
わ

ず
か
的
％
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
草
資
源
が

豊
富
と
さ
れ
る
北
海
道
で
も
、
輸
入
牧
草

の
給
喜
量
が
増
え
て
き
た
。
草
地
面
積
に

比
べ
牛
の
数
が
多
す
ぎ
る
の
だ
。

カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
食
料
自
給
率
を
算

出
す
る
と
き
、
「
輸
入
飼
料
に
よ
る
生
産

部
今
世
が
差
し
引
か
れ
る
。
だ
か
ら
、
輪

I

I

北
海
道
酪
農
の
原
点
は
デ
ン
マ
ー
ク

草
創
期
の
北
海
道
酪
農
を
代
表
す
る
人

物
の
一
人
に
宇
都
宮
仙
太
郎
（
大
分
県
生

ま
れ
。
１
８
６
６
～
１
９
４
０
年
）
が
い

る
。
足
尾
鉱
聿
舞
堅
回
者
の
た
め
に
闘
っ
た

田
中
正
造
の
門
下
生
だ
っ
た
黒
澤
酉
蔵

（
酪
農
学
園
の
創
設
萱
、
リ
ン
ゴ
園
や
牧

畜
を
営
ん
で
い
た
元
道
庁
役
人
の
佐
藤
善

七
と
と
も
に
、
「
札
幌
の
酪
農
三
羽
ガ
ラ

ス
」
と
呼
ば
れ
た
。

酪
農
家
を
め
ざ
し
て
岨
歳
の
と
き
に
北

海
道
へ
渡
り
、
札
幌
近
郊
の
農
場
で
製
造

し
た
バ
タ
ー
が
評
判
に
な
っ
た
。
事
業
が

軌
道
に
乗
っ
て
き
た
明
治
時
代
末
期
、
ア

メ
リ
カ
の
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
立
農
科
大

学
で
、
デ
ン
マ
ー
ク
農
業
の
素
晴
ら
し
さ

を
説
い
た
同
大
学
長
の
講
演
を
聴
く
。

北
欧
の
一
小
国
で
土
地
は
脊
薄
、
天
然

資
源
の
乏
し
い
国
で
あ
り
な
が
ら
、
農
業

は
進
歩
し
、
農
民
は
豊
か
で
、
文
化
の
程

度
も
高
ぐ
、
協
同
組
合
組
織
の
発
達
は
世

界
一
・
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
の
農
業
は
デ
ン

マ
ー
ク
を
模
範
と
し
て
進
む
べ
き
だ
Ｉ

と
い
う
内
容
。
深
く
感
動
し
た
宇
都
宮
仙

太
郎
は
帰
国
後
、
デ
ン
マ
ー
ク
を
モ
デ
ル

に
し
た
農
村
づ
く
り
を
北
海
道
開
発
に
適

用
す
る
こ
と
を
考
え
、
官
民
の
人
た
ち
に

提
起
し
て
い
っ
た
。

当
時
の
デ
ン
マ
ー
ク
農
業
は
家
畜
の
飼

養
と
穀
物
や
飼
料
作
物
、
野
菜
の
栽
培
に

｜

’ 滝
川
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の
反
省
か
ら
、
植
樹
に
も
力
を
入
れ
る
。

効
率
を
選
ん
だ
大
規
模
酪
農
と
循
環
を

基
本
に
し
た
適
正
規
模
酪
農
と
の
違
い

を
、
「
目
立
し
て
い
る
か
ど
う
か
」
だ
と

三
友
さ
ん
は
言
っ
。
冒
侭
型
器
化
研
究
所
」

の
看
板
も
掲
げ
、
本
を
集
め
、
情
報
を
発

信
す
る
。
酪
農
界
で
は
有
名
だ
か
ら
、
こ

こ
で
研
修
を
重
ね
、
新
規
就
農
を
志
す
若

者
も
多
い
。
私
の
目
に
は
、
デ
ン
マ
ー
ク

農
栗
の
精
神
を
具
現
し
た
牧
場
に
映
る
。

「
マ
イ
ペ
ー
ス
酪
函
屋
に
触
発
さ
れ
た

十
勝
管
内
足
寄
町
の
人
た
ち
が
十
数
年

前
、
放
牧
酪
農
の
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ

た
。
７
戸
か
ら
始
ま
っ
た
活
動
が
広
が

り
、
足
寄
町
は
急
放
牧
酪
農
推
進
の
町
」

を
官
臺
弓
的
年
に
は
加
戸
の
前
狩
蔽
習
辰
家

の
生
乳
だ
け
を
原
料
に
し
た
『
明
治
北
海

よ
っ
て
「
土
地
↓
性
紡
了
為
矧
備
よ
墾
笛
↓

堆
肥
」
と
循
環
す
る
右
鑿
患
睡
烏
稗
宮
を
基

本
に
す
え
、
足
腰
の
強
い
瞳
同
組
合
組
織

が
そ
れ
を
支
え
て
い
た
。
宇
都
宮
は
北
海

道
酪
農
の
理
想
の
姿
と
し
て
デ
ン
マ
ー
ク

を
７
、
こ
れ
に
ア
メ
リ
カ
の
３
を
加
え
た

や
り
方
を
提
唱
。
本
道
を
吾
盃
拝
の
デ
ン

マ
ー
ク
」
に
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
。

や
が
て
、
こ
う
し
た
老
え
方
は
道
庁
の

施
策
に
反
映
さ
れ
、
大
正
時
代
の
後
半
に

は
大
き
な
流
れ
に
な
っ
て
い
く
。
デ
ン
マ

ー
ク
の
協
同
細
答
に
倣
い
、
１
９
２
５
年

に
は
雪
印
の
前
身
と
な
る
酪
聯
（
北
海
道

製
酩
箙
莞
組
合
）
も
組
織
さ
れ
た
。

有
畜
複
合
経
営
に
よ
る
循
環
型
の
農

業
、
農
民
目
身
に
よ
る
協
同
細
谷
運
動

そ
れ
を
支
え
る
国
家
ｌ
こ
う
し
た
デ
ン

マ
ー
ク
の
生
き
方
は
長
い
間
、
北
海
道
酪

農
の
お
手
本
に
な
っ
て
き
た
。
ア
メ
リ
カ

型
の
酪
農
が
持
ち
込
ま
れ
る
Ⅶ
年
代
ま
で

は
、
飼
料
計
算
の
手
法
は
デ
ン
マ
ー
ク
方

式
で
あ
っ
た
。
入
植
者
が
萱
闘
し
た
根
釧

パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム
計
画
に
は
牛
以
外

に
小
動
物
の
飼
養
も
盛
ら
れ
る
な
ど
、
有

畜
籏
残
烏
稚
宮
が
重
視
さ
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
㈹
年
間
で
理
想
は
す

っ
か
り
見
失
わ
れ
た
。
鶏
、
豚
、
肉
用
牛

の
順
に
循
環
型
の
畜
産
が
崩
壊
し
、
最
後

に
残
っ
た
酪
農
も
大
き
く
変
貌
を
遂
げ

る
。
私
が
些
塞
否
同
校
生
だ
っ
た
刀
年
代
初

手料理を持ち寄り毎月1回開かれる
交流会」

｢マイペース酪農

道
十
勝
牛
乳
放
牧
の
ま
ち
足
寄
か
ら
」

も
登
場
し
た
（
関
東
甲
信
越
で
夏
期
限
定

販
一
エ
。

津
別
町
有
機
酪
農
研
《
丑
云
の
５
戸
が
搾

っ
た
生
乳
は
明
治
乳
業
の
工
場
で
加
工
き

れ
、
船
年
か
ら
『
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
牛
乳
』

の
名
称
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。
日
本
農
林

規
格
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
）
法
に
基
づ
く
初
め
て
の

有
機
牛
乳
。
地
元
農
協
や
行
政
機
関
が
連

携
し
て
酪
農
家
た
ち
の
取
り
く
み
を
支
え

た
。
有
機
認
証
基
準
は
ア
ニ
マ
ル
ウ
エ
ル

フ
ェ
ァ
に
対
す
る
配
慮
が
前
提
条
件
な
の

で
、
日
本
も
よ
う
や
く
Ｅ
Ｕ
な
ど
の
レ
ベ

ル
に
一
歩
踏
み
だ
し
た
。

肉
用
牛
の
分
野
で
は
北
里
大
学
八
雲
牧

場
の
取
り
く
み
が
光
る
。
広
さ
３
５
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
（
や
２
ｂ
４
割
弱
は
山
林
）
の
牧

場
に
和
牛
と
洋
種
の
肉
用
牛
と
の
交
雑
種

を
中
心
に
３
０
０
頭
ほ
ど
。
飼
料
は
す
べ

て
牧
場
内
で
採
れ
る
草
で
、
大
量
の
穀
物

を
与
え
て
肥
ら
せ
霜
降
り
牛
肉
を
つ
く
る

の
と
は
正
反
対
の
飼
い
方
を
し
て
い
る
。

牧
場
や
牛
肉
の
商
標
登
録
を
得
て
ブ
ラ
ン

ド
化
し
、
独
自
に
販
路
も
開
拓
し
た
。

５
年
ほ
ど
前
か
ら
化
学
肥
料
の
削
減
に

取
り
く
み
、
近
年
は
全
く
使
っ
て
い
な

い
。
も
ち
ろ
ん
除
草
剤
な
ど
農
薬
は
散
布

せ
ず
、
有
機
畜
産
の
認
証
基
準
を
ク
リ
ア

す
る
水
準
に
達
し
た
。
「
海
と
山
の
循
環
」

も
め
ざ
す
。
士
の
栄
養
分
の
偏
り
を
補
っ

め
、
「
草
地
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
牛
１
頭
を

飼
う
こ
と
が
基
本
」
と
教
わ
っ
た
。
そ
の

後
の
流
れ
は
、
土
か
ら
離
れ
、
適
正
規
模

を
超
え
た
多
頭
化
を
進
め
、
議
切
誇
給
に

よ
っ
て
生
産
量
を
増
や
す
ア
メ
リ
カ
型
酪

農
へ
の
道
を
ひ
た
走
っ
て
し
ま
っ
た
。

自
給
率
３
０
０
％
の
農
産
物
輸
出
国

先
人
た
ち
が
理
想
に
し
た
デ
ン
マ
ー
ク

は
い
ま
、
食
料
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
脱
原
発

と
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
シ
フ
ト
）
の
両

面
で
高
い
自
給
率
を
達
成
し
て
い
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
王
立
獣
医
農
業
大
学
に
留

学
経
験
が
あ
る
酪
農
学
園
大
教
授
の
中
原

准
一
さ
ん
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
が
自
給
率
３

０
０
％
の
農
産
物
輸
出
国
と
し
て
国
際

競
争
力
を
持
つ
に
至
っ
た
理
由
に
つ
い

て
、
次
の
３
点
を
あ
げ
て
い
る
（
「
農
を

奪
え
た
い
！
全
国
運
動
」
全
国
プ
レ
大
会

．
ｍ
長
沼
〔
師
年
〕
の
発
表
資
料
か
ら
）
。

①
単
品
目
別
の
専
門
農
協
の
発
達

②
農
民
組
合
連
盟
が
出
資
者
の
「
農
業

普
及
セ
ン
タ
ー
」
に
よ
る
支
援

③
周
到
な
農
業
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

現
在
で
も
酪
農
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
で
は

な
く
、
穀
物
や
豆
類
な
ど
の
タ
ン
パ
ク
源

作
物
、
小
家
玄
雲
」
の
複
合
経
営
が
基
本
と

い
う
か
ら
、
風
土
に
合
っ
た
農
業
を
続
け

て
き
た
歴
史
の
重
み
を
感
じ
さ
せ
る
。

「
冒
目
ｓ
さ
烏
（
農
場
の
土
か
ら
消
費
者

’

の
食
卓
ま
で
）
」
の
考
え
方
も
徹
底
し
て

い
る
よ
う
だ
。
デ
ン
マ
ー
ク
人
の
多
く

は
、
普
通
の
牛
乳
よ
り
も
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

の
も
の
を
、
野
菜
や
果
物
を
中
心
に
し
た

商
品
も
右
機
栽
培
の
も
の
を
選
ぶ
傾
向
が

強
い
。
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
（
動
物

福
祉
）
や
フ
ェ
ァ
ト
レ
ー
ド
な
ど
に
も
多

く
の
消
費
者
が
関
心
を
持
ち
、
何
を
軍
７

か
決
め
る
際
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ

て
い
る
、
と
い
う
（
デ
ン
マ
ー
ク
大
使
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
）
。

こ
う
し
た
気
風
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に

共
通
す
る
よ
う
だ
。
Ｅ
Ｕ
や
各
国
政
府

は
、
農
家
に
対
し
て
所
得
補
償
を
す
る
こ

と
を
通
じ
て
自
給
率
を
高
め
て
き
た
。
イ

ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
な
ど
は
農

家
所
得
の
帥
～
帥
％
に
相
当
す
る
直
穰
支

払
い
を
し
て
い
る
（
日
本
の
そ
れ
は
所
得

の
数
％
に
す
ぎ
な
い
）
。

そ
こ
で
は
、
従
来
の
価
格
保
障
政
策
を

転
換
し
つ
つ
、
山
缶
地
帯
や
粗
放
的
な
牧

畜
に
適
し
た
土
地
、
人
口
減
少
地
域
な
ど

に
対
す
る
「
条
件
不
利
地
域
直
接
支
払

い
」
と
、
景
観
や
豊
聖
傘
環
境
の
保
誰
環
生

物
多
様
性
の
保
全
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ

ェ
ア
の
改
善
な
ど
に
取
り
く
む
農
家
に
対

す
る
「
環
境
支
払
い
」
を
セ
ッ
ト
に
し
た

施
策
を
展
開
○
環
堵
保
全
に
寄
与
す
る
農

業
へ
誘
導
す
る
政
策
を
推
進
し
て
き
た
。

日
本
の
直
穰
支
払
い
は
金
額
が
少
な
い

畜
産
物
の
消
費
減
で
自
給
率
ア
ッ
プ

紹
介
し
た
事
例
以
外
に
も
意
欲
的
な
取

り
く
み
が
あ
り
、
地
産
地
消
も
浸
透
し
て

き
た
。
あ
と
は
「
食
料
自
給
率
２
０
０

％
」
の
中
身
を
ど
う
充
実
き
せ
て
い
く
か

た
め
に
、
魚
の
ア
ラ
な
ど
を
乳
酸
発
酵
さ

せ
る
プ
ラ
ン
ト
を
導
入
し
、
肥
料
や
土
壌

改
良
材
に
す
る
試
み
も
始
め
て
い
る
。

巧
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
「
飼
料
自
給

率
１
０
０
％
」
が
軌
道
に
乗
り
、
環
境

と
調
和
し
た
循
環
型
の
畜
産
が
実
現
し

た
。
大
学
だ
か
ら
可
能
に
な
っ
た
試
み
も

多
い
が
、
自
給
率
を
高
め
る
先
進
的
な
事

例
と
い
え
る
。
多
く
の
人
が
訪
れ
、
草
地

や
牛
を
じ
っ
く
り
見
て
、
八
雲
牧
場
の
職

員
か
ら
話
を
聞
い
て
み
て
ほ
し
い
。

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
ｌ
－
ｌ
ｌ
ｌ
‐
１
１
１
１
０
１
１
１
‐
Ｉ

北里大学八雲牧場の母牛は放牧地で分娩。半年間、子
牛と一緒にすごす

だ
け
で
な
く
、
新
設
さ
れ
る
「
戸
別
所
得

捕
慣
制
磨
径
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
価
格

保
障
と
所
得
補
償
の
政
策
的
な
付
置
づ
け

が
あ
い
ま
い
で
あ
る
。
環
境
保
全
裂
辰
菜

を
推
進
し
よ
う
と
す
る
強
い
志
も
伝
わ
っ

て
こ
な
い
。
官
穰
支
払
い
の
先
進
国
で
あ

る
デ
ン
マ
ー
ク
を
は
じ
め
と
す
る
欧
州
諸

国
と
は
雲
泥
の
差
が
あ
る
。

道
内
各
地
の
実
践
例
に
学
ぶ

ア
メ
リ
カ
型
の
酪
農
・
畜
産
が
冬
務
》
派

を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
歪
胡
奎
を
感

じ
さ
せ
る
実
践
は
各
地
に
存
畢
仕
す
る
。

棉
釧
地
方
で
続
く
「
マ
イ
ペ
ー
ス
酪
農

交
流
〈
直
に
集
ま
る
人
た
ち
は
、
草
地
面

積
に
応
じ
た
適
正
規
模
の
経
宮
を
追
求
し

て
き
た
。
牛
に
無
理
を
か
け
ず
、
高
泌
乳

を
避
け
る
。
鰊
牧
を
採
用
し
一
悪
恐
堆
肥
を

草
地
に
還
元
す
る
こ
と
で
環
境
や
牛
、
人

間
に
篁
何
の
少
な
い
酪
農
を
め
ざ
す
。

交
流
会
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
三
友

盛
行
さ
ん
（
中
標
津
町
存
佳
）
の
牧
場
で

は
仙
笙
間
に
わ
た
り
、
「
１
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
親
午
１
頭
」
の
基
本
を
守
っ
て
き
た
。

配
合
飼
料
の
給
量
量
は
約
４
０
０
キ
ロ

（
全
道
平
均
の
田
％
）
、
年
間
生
産
乳
量
は

約
１
７
０
ト
ン
（
１
頭
あ
た
り
５
ト
ン
弱
）

だ
が
、
諸
怒
賛
が
少
な
い
の
で
所
狸
里
竿
は

高
い
。
牧
場
内
で
は
チ
ー
ズ
エ
房
も
営

む
。
入
植
時
に
木
を
伐
り
す
ぎ
た
こ
と
へ

前
出
の
三
友
さ
ん
は
提
案
す
る
。

「
日
本
に
は
年
間
１
万
２
０
０
０
ト
ン

も
の
牛
乳
・
乳
製
品
の
消
費
（
う
ち
輸
入

分
は
３
分
の
１
）
な
ん
て
い
り
ま
せ
ん
。
い

粛
刷
粉
作
物
や
食
品
残
さ
な
ど
の
）
国
内

資
源
か
ら
は
４
０
０
万
ト
ン
し
か
牛
乳
を

搾
れ
な
い
の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
必
要
な
人

が
適
宜
、
摂
る
。
草
王
体
の
と
こ
ろ
で
酪

農
・
畜
産
を
や
り
、
そ
こ
で
生
産
さ
れ
た

も
の
を
食
べ
る
だ
け
で
い
い
の
で
す
」

消
費
者
は
〃
家
庭
の
自
給
字
を
高
め

る
。
加
工
業
を
強
化
し
て
植
民
地
型
の
経

済
か
ら
脱
却
を
は
か
る
。
行
政
は
、
先
進

事
例
に
学
ん
で
市
民
に
情
報
を
提
供
す
る

一
方
、
Ｅ
Ｕ
を
参
考
に
直
穰
支
払
い
の
あ

り
方
を
政
府
に
提
言
し
て
い
く
ｌ
ｌ
こ
れ

ら
を
積
み
重
ね
る
な
か
で
、
自
給
率
の
高

い
北
海
道
が
自
立
し
て
い
く
展
望
が
開
け

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

た
き
か
わ
・
こ
う
じ
１
９
５
４
年
、
北

海
道
下
川
町
生
ま
れ
。
名
寄
農
業
高
校
酪
農

科
卒
。
和
光
大
学
人
文
学
部
中
退
。
口
Ｉ
カ

ル
紙
記
者
、
酪
農
業
な
ど
の
後
、
「
半
農
半

Ｘ
」
の
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
。
月
刊
誌
『
北
方
ジ
ャ
ー

ナ
ル
』
に
「
〃
農
と
食
〃
北
の
大
地
か
ら
」
を
連
載

中
。
著
書
に
『
狂
牛
病
を
追
う
ｌ
「
酪
農
王

国
」
北
海
道
か
ら
貴
七
つ
森
脅
館
）
、
「
核
に
揺

れ
る
北
の
大
地
貴
同
）
な
ど
。
下
川
町
在
住
。

連
絡
先
は
０
１
６
５
５
．
４
．
４
２
７
０
。

だ
。
た
と
え
ば
、
畜
産
製
品
の
消
費
量
の

う
ち
、
輸
入
穀
物
に
依
存
し
た
部
分
を
減

ら
せ
ば
合
獅
首
隠
給
率
も
上
が
っ
て
い
く
。
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